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第２回
『新・資産運用キホンのキ』

～安心の老後を今から作る！～
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第２回の講座内容

あなたの資産運用の目標は？

年金をまっさきに準備したいわけ！

年金作りにいい制度３つ！＋おまけ１つ

節税じゃないけどお得な制度

証券会社はどこがいい？

目標：自分（世帯）の老後にもらえる年金額を把握しようとする！
老後の年金作りに有効なものが分かる！
証券口座開設に取りかかれる！
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資産運用の目標をはっきりさせよう

Q.あなたの資産運用の目標はなんですか？
（例）・老後資金3000万

・教育資金大学入学時に１人300万
・住宅資金頭金に700万
・定年退職時に世界1周旅行 夫婦で400万

自分の目標を書いてみましょう（１～３個）
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年金をまっさきに準備したいわけ

●老後はまだまだ先だと考えがち

●「老後のお金がありません！」
老後ではため時期が終わっている

●老後貧乏は悲惨
どこからもお金がつくれない
体力、気力、知力なし
老後には結構なイベント費がかかる

●老後までは
（ ）

●（ ）から
運用ができる

●老後の準備がOK

なら、（
）

の準備ができる。

●これからの生活の
安心のために、お仕事
ももっと頑張れる！！
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自分で年金を作ろう！

年金制度を理解しよう
国民年金（老齢基礎年金）

自分で2階建
て、３階建てに
しよう！

★国民年金は一生涯もらえるすごい制度！
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年金制度を理解しよう

生きたお金として
使いたいですね



7

知っておきたい公的な年金制度３つ！

iDeCo保険NISA

国民年金基金
付加年金

小規模企業共済

iDeCo

保険

NISA

そもそも国民年金保険料が
免除なので、国民年金基金も
付加年金も入れません。

国民年金保険料の免除
の人は、国民年基金と付
加年金には入れない

いろいろ組み合わ
せて2階建て、3階建
てにしよう！！
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 仕組み 現在の保険料に（ ）円上乗せで払う

→年金額が年額で（ ）円×支払った月数増えます♡

（例）30年間付加年金を払うと…

月４００円×１２カ月×３０年＝１４４０００円 ←３０年間の保険料合計

月２００円×１２カ月×３０年＝７２０００円 ←1年間に増える年金額

2年で元がとれちゃう！！2年目以降はただ＆死ぬまでいただける♡

国民年金基金との併用はできない

国民年金基金に加入しない人におすすめ！

毎月の保険料は、16940円です。（国民年金１６540円＋付加保険400円）

知っておきたい公的な年金制度３つ！

①付加年金 お申し込みは
市役所や役場で！

注意
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②国民年金基金
 仕組み

厚生大臣（当時）の認可を受けた公的な法人が運営

自営業者やその家族のための公的な年金制度

掛け金上限は68000円

● 特徴
①一生涯もらえる終身年金が基本

②年金額が今から分かるし、支払額も一定

③税制優遇されている（全額所得控除＆公的年金等控除）

④万が一でも、掛け捨てにならない

⑤プラン設計の自由度が高い

●シュミレーションで確認してみましょう！ → 国民年金HPへ

イメージ
キャラクターは
優香さんです

https://www.zenkoku-kikin.or.jp/plansearch
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国民年金基金の型

どちらかを選ぶ

好きなようにカスタマイズ。
掛金の上限（68000円）をこえないこと。

※掛け金は年齢に
よって違います。
若い人ほど安いです。
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 国民年金基金をシュミレーションしてみよう

（例）36歳、昭和60年５月20日生まれ、年収300万

１口目Ａ型、Ａ型３口とＩ型3口 （24年掛ける）

①掛け金 （月 円） (年 円）

②年金額 (65～80歳まで 月 円) （年 円)

（80～死ぬまで 月 円） （年 円）

③節税額 （年 円) （２４年だと、１７８８０４８円）

④実質年間掛け金 （月 円） (年 円）

・６０歳までの掛け金の合計は

２4年間で （ 円）←実質（ 円）

・６５歳から９０歳まで年金額の合計

２4年間で （ 円）←差し引き（約 ）万のプラス

←実質（約 ）万のプラス

・実質（約 ）％のリターン 年利（複利）にすると（約 ）％

国民年金HPへ

社会保険料
控除の対象。

所得税が安
くなります。

30720

294138

8847360

24511

368640

285

7059312

464

54000045000

74502
30000 360000

11700000

https://www.zenkoku-kikin.or.jp/plansearch
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国民年金基金と付加年金

 国民年金基金・付加年金のまとめ

・ 国民年金基金は節税効果が３つと運用益はGOOD！

①掛け金は控除

②運用益も非課税、

③もらう時も非課税

④運用益は年利（ ％）（複利）

・ 付加年金は国民年金基金に加入しないならおすすめ♡

2年で元が取れる！！
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小規模企業共済
 小規模企業共済の仕組み

小規模企業の経営者や役員、個人事業主のためのもの。

積み立てによる退職金制度で廃業や退職時の生活資金に。

● 特徴
①退職、廃業時に受け取り可能

②掛け金は、１０００円～７万円まで。５００円単位で。増減できる。

③税制優遇されている（全額所得控除＆公的年金等控除）

④低金利の貸付制度が利用できる

⑤プラン設計の自由度が高い

● どのくらいの年金額？支払額？節税額は？

シュミレーションで確認してみましょう！ → 小規模企業共済HP

https://www.smrj.go.jp/skyosai1/cgi-bin/syo-sisan-calc.cgi
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 小規企業共済をシミュレーションしてみよう

（例）3６歳、昭和60年3月20日生まれ、年収300万

60歳までの288ヵ月の支払い （24年掛ける）

①掛け金 （月 30000 円） (年 360000 円）

②年金額 (月 円) （年 円)

③節税額 （年 円)

④実質年間掛け金 （月 円） (年 円）

・６０歳までの掛け金の合計は

２4年間で （ 円） ←実質（ 円）

・６５歳から９０歳まで年金額の合計

２5年間で （ 円） ←差引き（約 万）のプラス

実質（約 万)のプラス

・実質（約 ）％のリターン 年利（複利）にすると（約 ）％

国民年金HPへ

小規模企業
共済等掛け金

として
所得税が
お安くなりま

す。

コチラも年金額が
はっきりしていますね。
節税になるから、
自営業なら加入も

ありかも。
32608

23933

391296
72800

287200

289
1149782400

68928008640000

https://www.zenkoku-kikin.or.jp/plansearch
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iDeCo
（個人型確定拠出年金）

・年金作りのため
・職業によって掛け金の上限がある。

・加入できる人は20歳～60歳まで
（2022年5月からは65歳までOK）

・運用期間は60歳まで
（2022年5月からは65歳まで）

・60歳から受取可能（75歳まで延長可）

・基本的に60歳まで解約できない
（5年以上の掛け金の払い込みが必要）
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iDeCoでの資産運用
 国（厚生労働省が管轄）が作った制度

→公的年金だけでは不足する老後の生活資金を作るため

→国が認めた投資信託・定期預金のみ

 税制上の優遇措置がある

・掛金は全額所得控除（毎年の税金がへる）

・運用益が非課税

・受取時にも一定額が非課税

（退職所得控除・公的年金等控除）

 手数料

国際基金連合と証券会社へ
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iDeCoのシュミレーションをしてみよう

 条件 40歳、年収200万、毎月30000円を60歳まで積み立てる

運用利回り６％（複利）

①掛け金 （月 ３００００ 円） (年 ３６００００ 円）（20年 720万）

②年金額 60歳で一括でもらうなら（ 13,140,458 円）

60歳から80歳までもらうなら（年 674,146 円）（月 56，178 円）

③積み立て時の節税額 （年 72,700 円) （20年間だと 1,451,200 円）

（住民税・所得税）

④運用時の節税額 （ 1,290,734 円）

（↑20.315％が非課税）

iDeCo シミュレーション

https://www.wam.abic.co.jp/contents/C110005/dcsimu/top.html
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iDeCoのトータルリターンを見てみよう

●楽天証券で買える投資信託の1年のリターンを見てみよう

・国内株式・・・たわらノーロード国内株式（ ％）

・国内債券・・・たわらノーロード国内債券（ ％）

・外国株式・・・バンガード全米株式 （ ％）

・外国債券・・・たわらノーロード先進国債券（ ％）

🔸株式と債券は
逆相関の関係にある
と言われます。
↓

・株価が上がると、
債券の価格は下がる。

・株価が下がると、
債券の価格は上がる。

3.5%

27.31%

0.01%

46.5%
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iDeCo(個人型確定拠出年金)
何歳でも
加入できる20歳～60歳未満

2022．5月～
65歳未満
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iDeCo(個人型確定拠出年金)

国民年金基金
社会保険料控除
掛金全額が控除

iDeCo

小規模企業共済等掛金控除
掛金全額が控除
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メリット・デメリット

国民年金基金 iDeCo 小規模企業共済

・節税になる（大）
・年金額が確定している
・年利２％

・節税になる
・利率は運用成績による
・年利6％～15％

・節税になる（大）
・年金額が確定している
・年利1～1.5％

・65歳まで引き出せない。
・60歳以降の支給を選べ
る

・60歳まで引き出せない
・10年以上かけないと、
引き出せる年齢が後にな
る
・運用によるリスクがある
・口座管理料などがかかる

・60歳まで引き出せない
・任意脱退だと元本割れもある

※付加年金は国民年金基金に加入できない人におすすめ。

メリット

デメリット
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年金づくり まとめ

●３つとも（ ）作りのためのもの
そのため、資金が（ ）される
●（ ）効果が大！ → 確定申告
●付加年金はお得！（※国民年金基金との併用不可）
●国民年金基金と小規模企業共済は基本、元本割れなし
もらえる金額も分かって安心。利率は1～２％
●iDeCoは運用次第！ 大きく増える可能性あり♡
●複数、全部を組み合わせてもOK！

次回のNISAも知ってから考えましょう！
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節約じゃないけどお得な制度

ふるさと納税

・好きな自治体に寄付すること

・寄付金は寄付金控除で所得控除になる
（確定申告のとき、寄付金控除の欄に記入）

・寄付すると返礼品がもらえる（肉・魚・果物・特産品など）

・「寄付すること＝納税」なので、
次年度の所得税・住民税から2000円を差し引いた分が差し引かれる
（※次年度の税金の前払いです）

・楽天市場ならポイントでも買えるし、ポイントも付く！
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私の昨年度の返礼品

返礼品は食べ物以外にもあります！

（メルカリで売ってお金にするという人もいます。）
12月31日までに納税すれば,

何月に納税してもOK！
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節約じゃないけどお得な制度

①「楽天ふるさと納税」シュミレーション

②寄付上限額をチェック！（←大事！！）

③自分（夫）のふるさと納税を年度内にする

④確定申告する → 寄付金控除

※5か所以内ならワンストップ特例制度が使える

→楽天ふるさと納税

https://event.rakuten.co.jp/furusato/
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ふるさと納税、確定申告の仕方

●5か所以内ならワンストップ特例制度
・自治体から送られてくる申請書を提出
・総務省のHPからダウンロードしてもOK
・毎回本人確認書を添付する

●自分で確定申告しているなら自分で！
・自営業なら自分でやった方が早い
・確定申告書の寄付金控除の欄に金額を記入
・寄付した自治体も記入
・納税証明書を添付して税務署に提出
※国税庁の確定申告書作成でやってみる

https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/shinkoku/tokushu/index.htm
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証券会社はどこがいい？

・私は３つ全部
開設しています

・始めは1つでOK

・家族で使い分けても
OK

・LINE証券は、
NISA口座が
開設できない。

・証券会社、銀行、
クレジットカードを
紐づけることで
お得になる！

※お得に開設・申込
ができるので、聞い
てくださいね）
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楽天証券 総合口座＆NISA口座開設楽天証券口座開設の仕方

総合口座は、
「特定口座・源
泉徴収あり」に
しましょう。

FX口座や
先物取引口座
などは開かなく
ていいです。

https://www.rakuten-sec.co.jp/nisa/account.html
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SBI証券口座開設の仕方 SBI証券口座開設（NISA同時に）

総合口座は、
「特定口座・源
泉徴収あり」に
しましょう。

FX口座や
先物取引口座
などは開かなく
ていいです。

https://site3.sbisec.co.jp/ETGate/WPLETmgR001Control?OutSide=on&getFlg=on&burl=search_nisa&cat1=nisa&cat2=flow&dir=flow&file=nisa_flow_02.html


本日のまとめ
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目標：自分（世帯）の老後にもらえる年金額を把握しようとする！
老後の年金作りに有効なものが分かる！
証券口座開設に取りかかれる！

●老後資金の準備が整うと、
今の生活やお金の使い方に見通しがもてます。

●資金が拘束されてもいいかがポイントです。
次回に扱うNISAは資金が拘束されません。
どちらで資産運用していくのが合っているのか考えていきましょう！

●証券口座の開設に取り掛かりましょう！



第３回の講座内容
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●３つのNISAまるわかり！

●資産運用の戦略を知れば迷わない！！

●運用リスク

●自分のリスク許容度を知ろう！！



Thank you 
受講された皆さんが

投資に一歩踏み出せますように！♡


